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公共事業を取り巻く環境の変化

人口減少・少子高齢化

ニーズの変化、多様化

量 → 品質・安全・環境



公共事業を取り巻く環境の変化

社会資本整備の予算の変化

年々減少、改築から維持管理へシフト



公共事業を取り巻く環境の変化

技術力による競争の促進

「価格」競争 → 「技術力」競争

総合評価落札方式、設計施工一括発注方式等

品質確保法の策定

現場技術力の強化

人口減少 → 熟練技術者不足

現場へ行く機会の減

品質管理の効率化・高度化



建設ＩＣＴ導入研究会のねらい

世界的に発展するＩＣＴ（情報通信技術）の建設
事業への導入

産学官の連携強化

国民一人一人の生産性を向上させ、国力の強
化を図り、国際競争力を高める

（人力＜道具＜建設機械＜生産システム）

現場の最先端の情報を中枢（事務所・局・本省）
で把握 （現場の見える化）



建設ＩＣＴ導入研究会の仕掛け

一般公募による会員の募集

ＩＣＴのノウハウを有する → プロジェクト会員

ＩＣＴのノウハウを学ぶ→一般会員（ｻﾃﾗｲﾄ）

「技術普及」「現場支援」「技術研究」を実践

ＩＣＴモデル事業による現場での実践

地元建設企業を対象

導入費用を支払う

→真の普及に向けての課題の抽出

現場技術力の向上



現場の各段階における活用のすすめ
（設計）

視覚化による効果

技術的検討の向上（完成物をよりリアルに再現）

意思疎通の的確化（関係者間）

創意工夫の生まれる可能性の向上

ﾃﾞｰﾀの一元管理（3次元設計情報）による効果

設計変更作業の効率化

数量の自動算出

施工ﾃﾞｰﾀへの活用（３ＤＭＣ、ＴＳ）

設計時の各種情報の共有の的確化（設計変更、協議等）

フロントローディング



コ ス ト

プ ロ ジ ェ ク ト の 進 捗

変 更 の 容 易 性
変 更 コ ス ト

現状の労力現状の労力

概略設計 予備設計 詳細設計

フロントローディング～設計の効率化・高度化～



現場の各段階における活用のすすめ
（施工）

測量支援技術

３次元測量技術（ＴＳ，ＧＮＳＳ，レーザー）

施工支援技術

３次元自動施工技術（３Ｄ－ＭＣ）

３次元施工支援技術（３Ｄ－ＭＧ）

機械稼働把握技術

温度管理技術

３次元施工管理技術



マシンコントロール（MC）：施工高さ・勾配を設計面どおりに自動制御

（ブルドーザー、モーターグレーダー、アスファルトフィニッシャー）

マシンガイダンス（MG）：施工高さ・勾配と設計面との差をオペレータにガイド

（ブルドーザー、バックホウ）

マシンコントロール（MC）：施工高さ・勾配を設計面どおりに自動制御

（ブルドーザー、モーターグレーダー、アスファルトフィニッシャー）

マシンガイダンス（MG）：施工高さ・勾配と設計面との差をオペレータにガイド

（ブルドーザー、バックホウ）

路盤の敷き均し技術
モーターグレーダー

転圧及び締め固め管理技術
振動ローラー

建設ICT（施工における技術）



現場の各段階における活用のすすめ
（維持管理）

３次元設計データによる維持管理の効率化・高度化

（完成図書：３次元設計情報）

設計情報・施工情報の有効活用による維持管理の
的確化

（情報共有システム）

維持管理情報の有効活用による効率的・効果的な
維持管理の実施

（維持管理システム）



建設ＩＣＴ導入研究会への期待

現場での実践を通じ、既存制度に囚われず、

『改善する仕組み』を見いだすこと

『民間の保有する最先端の技術』を、惜しみなく

現場へ結集すること

現場での実践を通じて、『受発注者共に技術力

の向上』を図ること


